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在宅介護もしてあげたいけど、介護疲れで
共倒れになりたくはありません。
プロの介護を受けられる施設に誰もが入り
やすい環境整備を期待しています。
( 英田地区・５０代 )

予算を見れば町の未来が見えてくる 令和６年度　一般会計当初予算
１５０億８５００万円 (前年度比３．７％増 )

目
指
せ
！
住
み
た
い
ま
ち
№
１

長年の懸案であった津幡駅
東側エリアの賑わい創出

に向け、東西自由通路の整備
を行う。
　津幡駅の東側に新しい玄関
口ができることにより、通勤
通学時のアクセス向上、周辺
地域の産業創出を図り、住み
よい活気あふれる町を目指す。

津幡駅東側の賑わい創出へ

全小学校の情報教育環境の整備へ

電子黒板の導入などでオンライン化が進み、学校に行きたく
ても行けない子どもたちもリモートで同じように授業に参加
できるようになればいいなと思います。
( 中条地区・５０代 )

　
町
政
運
営
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

３０
年
・
５０
年
先
を
見
据
え
た
子
の
時

代
・
孫
の
時
代
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
、
心
豊
か
に
今
を
暮
ら
す
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
、
こ
の
２
つ
の
柱
で
推

し
進
め
て
い
く
。

　
定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
に

加
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、
町
政
を
取

り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
す
る
中
、

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
各
種
施
策
の
展
開

を
図
る
。

　

な
お
、
能
登
半
島
地
震
に
係
る
災

害
復
旧
費
用
に
つ
い
て
は
、
４
月
以

降
の
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

矢田　富郎　町長

早
期
の
復
旧
と

引
き
続
き
被
災
者
支
援
を

災害復旧と
施策推進の二刀流

　豪雨・地震による災害復旧に関連した予算は過去最大となった。
今年度の予算全体を見ると、通常事業の規模縮小や先送りなど、予
算編成にもその影響が表れていた。
　こうした状況の中、町では交付金や基金などを活用して、停滞さ
せてはならない施策が展開される。
　本町発展のカギとなる津幡駅周辺の整備は、計画通り進められる
ほか、将来を担う子どもたちの教育環境充実の予算も確保された。
また、高齢化が懸念される介護保険事業では、蓄えてきた基金を投
入して保険料の増額改定を最小限に抑えた。

視 点
議会の

津幡駅東西自由通路完成イメージ図

津幡駅周辺地区都市再生整備計画事業
２億４００１万円

全小 学 校 の 各 学 年 の 教 室
に 電 子 黒 板 を 設 置 し、

G
ギ ガ
IGA スクール事業の推進を

図るとともに、教育支援体制
の充実と情報教育環境を整備
する。
　また、小学校のバリアフリー
化では、条南小学校のエレベー
ター棟増築とトイレ洋式化な
どを行い、安全でより快適な
学習環境を整備する。

現在使用している電子黒板 ( 右側 )

小学校施設バリアフリー化整備事業
１億７６８０万円

ま ち の 声

津幡駅東側は、津幡バイパスの完成から活気がないです。
東口の設置・周辺開発が起爆剤になって、東側エリアの再開
発が進み活気が戻ってほしいです。
( 中条地区・４０代 )

ま ち の 声

高齢者などの介護を社会全体で支えあう介護保
険制度の保険料は、３年ごとに各市町で見直

される。
　今回の第９期（令和６～８年）介護保険料は、団
塊世代が７５歳以上となる令和７年を見据え、保険
料の基準額が改定された。
　持続可能な事業運営と被保険者の負担を考慮しな
がら、基準額を１００円増の月額５８００円とした。
　また、保険料率を所得に応じ、きめ細かく適用さ
せるため、区分を１２段階から１３段階とした。

支えあう介護のために

ま ち の 声

令和６年度
施政方針

当
初
予
算
の
詳
細
は

広
報
つ
ば
た
４
月
号

※金額はすべて 1万円未満切り捨てで記載しています

小学校電子黒板整備事業　４０６１万円

津幡駅東西自由通路完成イメージ図
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３月会議３月会議
自然災害に立ち向かう

委員会審議委員会審議

防災情報発信力強化事業　　６６６万円
ホームページやメール、LINE( ライン )、電話など個別で行って
いた情報発信を一元化し、効率的な仕組みを構築する。

 

▶
防
災
情
報
一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム

一般財産管理費　災害補修費 (地震 )　１６８０万円
災害復旧に向け測量設計業務などを開始

 

▶
崩
落
し
た
の
り
面
（
緑
が
丘
地
内
）

　
予
算
決
算
、
総
務
産
業
建
設
、
文
教

生
活
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
と
分
科
会

の
主
な
審
議
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

▶
隆
起
し
た
防
火
水
槽

- 消防本部 -

A Q

A Q

太
白
子
ど
も
の
広
場
の

防
火
水
槽
が
地
震
に
よ

り
隆
起
し
た
。
今
後
の

対
応
は
。

同
様
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
を
考
慮
し
、
隆

起
し
に
く
い
防
火
水
槽

を
設
置
す
る
。

　
被
災
し
た
防
火
水
槽
の
更
新

被
災
し
た
防
火
水
槽
は
、

再
利
用
で
き
な
い
か
。

解
体
し
な
い
と
動
か
せ
な

い
。
検
討
し
た
が
、
再
利

用
の
予
定
は
な
い
。

- 都市建設課 -

Q

A

施
設
を
無
人
化
に
す
る

こ
と
で
今
後
の
管
理
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進

　
　
　
　
道
の
駅「
歴
史
国
道
竹
橋
口
」　
　
　

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
で
来
場
者
を

検
知
し
、
自
動
音
声
で
案

内
を
行
う
。
警
備
は
従
来

通
り
民
間
業
者
に
委
託
す

る
。

- 総務課 -

Q

A

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
津
波
警

報
が
配
信
さ
れ
た
が
、

当
町
に
は
被
害
が
な

か
っ
た
。
地
域
に
合
わ

せ
た
情
報
発
信
が
で
き

な
い
か
。

　
防
災
行
政
無
線
の
運
用

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
自
動
連
携

す
る
の
で
町
で
制
御
が
で

き
な
い
。
津
波
に
関
し
て

過
度
に
心
配
は
な
い
が
、

そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て

判
断
し
て
ほ
し
い
。

　
３
月
会
議
を
４
日
か
ら
13
日
ま
で
の
期
間
で
開

催
し
た
。

　
初
日
に
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

事
業
会
計
予
算
、
５
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制

定
・
改
正
な
ど
を
含
む
28
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ

た
。

　
２
日
目
に
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
3
人
が
一
般

質
問
を
行
っ
た
。

　
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議
案

を
可
決
し
、
請
願
１
件
を
採
択
、
３
件
を
不
採
択

と
し
た
。

　
ま
た
、
河
合
谷
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
た
。
さ
ら
に
、
議
会
議
案
と
し
て
意

見
書
２
件
を
可
決
し
た
。

　
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
議
会
災
害
対
策
支
援

本
部
を
設
置
し
て
、
被
災
状
況
や
支

援
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有

し
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
生
活
再
建

の
た
め
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
町
へ

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
寄
せ
て

 

▶
隆
起
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
（
吉
倉
地
内
）

復旧・防災力向上へ

- 学校教育課 -

Q

A

現
在
の
状
況
は
。

５
年
度
は
６
人
配
置
の

予
定
が
実
績
と
し
て
５

人
だ
っ
た
。

津
幡
中
学
校
で
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
柔
道
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
。
津
幡

南
中
学
校
で
は
卓
球
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

各
部
に
配
置
し
た
。

　
教
員
の
多
忙
化
改
善
に
向
け

　
　
　
　
　
部
活
動
指
導
員
を
増
員

６
年
度
の
配
置
予
定
は
。

中
学
校
２
校
に
計
６
人
を

配
置
予
定
。

A

Q

- 生活環境課 -

Q
高
齢
者
免
許
証
自
主
返

納
推
進
事
業
と
は
。

返
納
者
の
移
動
の
利
便

性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
町
営
バ
ス
無
料
回

数
利
用
券
・
お
た
め
し

利
用
券
を
交
付
。

　
運
転
が
不
安
に
な
っ
た

　
　
　
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に

返
納
者
は
何
人
か
。

５
年
12
月
末
で
返
納
者
は

94
人
。
利
用
券
申
請
者
は

64
人
と
な
る
。

A

QA

▶
変
わ
り
は
じ
め
る
部
活
動

- 生涯教育課 -

Q
情
報
発
信
と
保
護
活
動

の
内
容
は
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
守
る

た
め
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

と
人
工
巣
塔
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
ヒ
ナ
に
個

体
識
別
す
る
た
め
の
足

環
を
つ
け
る
作
業
も
含

ま
れ
る
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
選
ん
だ
町
つ
ば
た

▶
新
た
な
家
族
を
期
待

A
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採決結果採決結果
３月会議　採決状況一覧

　〇：賛成　　×：反対　　議長は採決に加わらない。「－」

議　案　名　と　主　な　内　容
( 議案名は一部省略してあります )

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
池
野　
翔
吾

柴
田　
洋
一

東　
　
克
彦

中
島　
敏
勝

小
倉　
一
郎

小
町　
　
実

竹
内　
竜
也

八
十
嶋
孝
司

西
村　
　
稔

酒
井　
義
光

塩
谷　
道
子

多
賀　
𠮷
一

向　
　
正
則

道
下　
政
博

谷
口　
正
一

河
上　
孝
夫

議案　２８件
令和６年度町一般会計予算
　１５０億８５００万円 ( 前年度比３．７％増 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町国民健康保険特別会計予算
　３４億６４７万円       ( 前年度比２．４％減 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町後期高齢者医療特別会計予算
　５億１４５５万円       ( 前年度比１１．４％増 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町介護保険特別会計予算
　２７億１３０２万円    ( 前年度比２．４％増 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町バス事業特別会計予算
　１億１６６６万円       ( 前年度比２９．８％減 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町河合谷財産区特別会計予算
　３１万円                   ( 前年度比０．０％ ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度町簡易水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度町一般会計補正予算（第１１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度町介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度町バス事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度町河合谷財産区特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度町病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び企業職員の給与
の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町犯罪被害者等支援条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町水道使用条例及び町水道法施行条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町消防手数料徴収条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営バスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町介護保険条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例等の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例及び町営住宅管理条例の一部
を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牛首辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下河合辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
種辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝日畑辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願　４件
地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の一層の推進を
求める意見書の提出を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大阪万博の開催を延期するか中止することを含めた再検討を要望する意見
書を送付する請願 不採択 × × × ○ × × × － × × ○ × × × × ×

被災者生活再建支援法の改正を含む被災者支援の拡充を求める意見書を送
付するよう求める請願 不採択 × ○ × ○ × × × － × × ○ × × × × ×

国際保健規則の改正の見送りを求める意見書を送付する請願 不採択 × × × ○ × × × － × × × × × × × ×
同意　１件
河合谷財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて　
　高山　良三氏、得能　力氏、寺山　昌二氏、森川　茂一氏、
　永多　憲二氏、井上　亮一氏の選任に同意

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案　２件
能登半島地震の災害復旧・復興支援を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の一層の推進を
求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案の一部を２～４ページに紹介

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正
を
含
む
被

災
者
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
送
付

す
る
よ
う
求
め
る
請
願

・
今
回
の
地
震
に
よ
る
政
府
へ
の
意
見
や
要
望
は
、
国
会
議

員
を
通
じ
て
中
央
に
す
で
に
届
け
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
金

の
拡
充
は
、
私
有
財
産
に
税
を
投
入
す
る
こ
と
か
ら
慎
重
な

議
論
が
必
要
だ
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者　
参
政
党
第
３
支
部　
副
支
部
長　
山
田　
哲
也

紹
介
議
員　
中
島　
敏
勝

不採択
国
際
保
健
規
則
の
改
正
の
見
送
り
を
求
め
る

意
見
書
を
送
付
す
る
請
願

・
規
則
改
正
に
つ
い
て
の
議
論
が
途
中
で
あ
り
、
可
否
の
判

断
材
料
も
乏
し
い
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者　
参
政
党
第
３
支
部　
副
支
部
長　
山
田　
哲
也

紹
介
議
員　
中
島　
敏
勝　

不採択

議案に対する
討　論

令
和
６
年
度　

町
一
般
会
計
予
算

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
災
害
復
旧
と
町

の
発
展
を
見
据
え
、
ハ
ー
ド
及
び
ソ

フ
ト
両
面
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予

算
だ
。

　
　
　
　
　
　
池
野　
翔
吾　
議
員

賛成反対
自
衛
官
募
集
事
務
費
の
計
上
に
つ
い

て
反
対
す
る
。
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
、
日
本
を
大
軍

拡
化
す
る
た
め
に
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。　
塩
谷　
道
子　
議
員

能
登
半
島
地
震
の
災
害
復
旧
・
復
興

支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
今
後
、
本
町
が
安
心
感
を
も
っ
て
復
旧
・
復
興
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
国
に
よ
る
財
政
支
援
へ
の

明
確
な
担
保
と
長
期
的
な
支
援
が
必
要
だ
。

　
よ
っ
て
、
本
町
を
初
め
と
し
た
被
災
地
が
一
日
も
早
く
復

旧
・
復
興
を
な
し
遂
げ
る
た
め
、
国
に
よ
る
直
轄
事
業
の
拡

大
・
推
進
と
新
た
な
補
助
制
度
の
創
設
や
補
助
率
の
か
さ
上

げ
な
ど
の
財
政
措
置
及
び
特
別
交
付
税
の
別
枠
措
置
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
。

可決 委
員
会
発
議
で
意
見
書
を
提
出

◎
提
出
者　
町
議
会
運
営
委
員
長　
谷
口　
正
一　

6 ページに紹介

一部を６ページに紹介

請願・討論請願・討論

地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
一
層
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

・
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
課
題
の
解
決
と
と
も
に
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
や
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者　
公
明
党
津
幡
支
部　
津
幡
地
区
員　
今
井　
豊　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
議
員　
道
下　
政
博　

採択
大
阪
万
博
の
開
催
を
延
期
す
る
か
中
止
す
る

こ
と
を
含
め
た
再
検
討
を
要
望
す
る
意
見
書

を
送
付
す
る
請
願

・
災
害
対
策
を
優
先
し
た
う
え
で
、
諸
外
国
の
信
頼
を
損
な

わ
な
い
た
め
に
も
予
定
通
り
開
催
を
進
め
る
べ
き
。

委
員
会
の
主
な
意
見

◎
請
願
者　
参
政
党
第
３
支
部　
副
支
部
長　
山
田　
哲
也

紹
介
議
員　
中
島　
敏
勝　

不採択 ３
月
会
議
で
審
査
さ
れ
た
請
願
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
請
願
・
陳
情
は
、
町
政
に
対
し
意
見

や
要
望
が
あ
る
と
き
、
ど
な
た
で
も
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
請
願
に
は
紹
介
議
員
が
必
要
で

す
が
、
陳
情
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

現
行
の
金
額
で
は
少
な
す
ぎ
る
。
自
治
体
独
自
の
上

乗
せ
も
あ
る
が
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
法

改
正
が
必
要
だ
。　
　
　
　
　

  

中
島　
敏
勝　
議
員

賛成
請
願
の
内
容
が
不
明
確
な
上
、
規
則
改
正
の
議
論
の

最
中
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
議
会
と
し
て
賛
否
を

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。  

竹
内　
竜
也　
議
員

反対
規
則
の
改
正
手
続
き
が
民
主
的
な
国
家
の
ル
ー
ル
に

反
す
る
。
ま
た
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
信

頼
性
も
欠
如
し
て
い
る
。  　
　
中
島　
敏
勝　
議
員 

賛成

請願に対する
討　論

請願に対する
討　論

請願に対する
討　論

施
設
の
建
設
労
働
者
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

大
阪
万
博
開
催
に
よ
り
、
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・

復
興
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。  

中
島　
敏
勝　
議
員

賛成
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一般質問一般質問　一般質問とは

　議員が町政全般にわたり、執行機関である町に対して
　報告や説明を求めたり、質問することをいいます。

竹内
たけうち たつや

議員竜也

宅地復旧

問答
耐
震
化
推
進
事
業
に
対
す
る
認
識
は

重
要
な
手
段
と
捉
え
て
い
る

▶
滑
動
崩
落
し
た
盛
土
造
成
地

国
の
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
に
対

す
る
認
識
は
。

被
災
宅
地
の
復
旧
を
促
進
す
る
重

要
な
手
段
と
捉
え
て
い
る
。

国
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
滑
動
崩

落
防
止
事
業
を
活
用
し
、
地
震
で

崩
落
し
た
緑
が
丘
地
内
の
町
道
と

宅
地
を
合
わ
せ
て
復
旧
せ
よ
。

ま
た
、
国
へ
の
働
き
か
け
は
。

事
業
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。
道
路
災
害
復
旧
事
業
と

一
体
的
に
で
き
な
い
の
か
を
県
と

相
談
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交

通
省
と
も
連
絡
を
取
り
始
め
て
い

る
。

A QA Q

避難行動

問答
大
津
波
警
報
時
の
避
難
の
必
要
性
は

十
分
に
確
認
し
、
避
難
行
動
を

▶
ペ
ッ
ト
も
大
切
な
家
族

大
津
波
警
報
時
、
町
民
の
避
難
の

必
要
性
は
。

住
居
区
域
に
は
津
波
災
害
警
戒
区

域
指
定
は
な
い
が
、
想
定
を
超
え

る
可
能
性
も
あ
る
。
警
報
の
内
容

や
対
象
地
区
を
十
分
に
確
認
し
、

避
難
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

本
町
に
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

あ
る
か
。

本
町
は
海
岸
線
に
面
し
て
お
ら

ず
、
居
住
地
の
被
害
が
想
定
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
作
成
す
る
義
務

は
免
除
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
と
の
同

行
避
難
の
周
知
徹
底
を
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ペ
ッ
ト
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

る
。

今
後
は
さ
ら
に
広
報
つ
ば
た
や
町

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
、
ペ
ッ
ト

の
同
行
避
難
に
つ
い
て
周
知
す
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

A Q

A Q

道下
みちした まさひろ

議員政博

避難所対応

問答
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
温
か
い
食
事
を

取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

▶
避
難
ス
ペ
ー
ス
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
て
い
る

人
は
少
人
数
な
の
で
、
食
事
は
温

か
い
も
の
を
用
意
で
き
な
い
か
。

避
難
所
で
の
食
事
は
、
電
子
レ
ン

ジ
や
電
気
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
お

り
、
温
か
い
食
事
を
取
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
定
期
的
に
職
員
が
聴
き
取

り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

避
難
者
が
い
る
限
り
、
避
難
所
の

継
続
を
。

避
難
者
が
一
日
で
も
早
く
元
の
生

活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
続
け
て
い
く
。

A Q

塩谷
しおたに みちこ

議員道子

採決結果採決結果
１月会議　採決状況一覧 　〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　議長は採決に加わらない。「－」

議　案　名　と　主　な　内　容
( 議案名は一部省略してあります )

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
池
野　
翔
吾

柴
田　
洋
一

東　
　
克
彦

中
島　
敏
勝

小
倉　
一
郎

小
町　
　
実

竹
内　
竜
也

八
十
嶋
孝
司

西
村　
　
稔

酒
井　
義
光

塩
谷　
道
子

多
賀　
𠮷
一

向　
　
正
則

道
下　
政
博

谷
口　
正
一

河
上　
孝
夫

議案　５件
令和５年度町一般会計補正予算（第１０号）
　低所得者支援臨時特別給付金や災害救助法による応急救助費など
　（６億１６４４万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度町水道事業会計補正予算（第３号）
　能登半島地震による漏水修理費として
　（３３００万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

令和５年度町下水道事業会計補正予算（第４号）
　能登半島地震による応急復旧費など
　（８５３５万円の増）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

町手数料徴収条例の一部を改正する条例について
　本人や親族が本町以外の本籍地の戸籍証明書を本町窓口で取得するため　　
　の手数料や、新たな戸籍電子証明書提供用識別符号発行の手数料などを　
　設定する改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

請負契約の締結　　　５災２２０号準用河川笠野川河川災害復旧工事
　契約の金額　　　　８４１５万円
　契約の相手方　　　株式会社茶谷組

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

承認　１件
専決処分の報告　　　令和５年度町一般会計補正予算（第９号）
　子育て世帯支援給付金給付事業費として（６３９０万円の増） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

災害対応を考慮し、各議員の判断で質問の自粛が行われました。

※
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
と
は　
　

地
震
な
ど
に
お
け
る
滑
動
崩
落
や
液
状
化

に
よ
る
宅
地
の
被
害
を
軽
減
す
る
対
策
工

事
な
ど
に
要
す
る
費
用
を
補
助
。

※
大
規
模
盛
土
造
成
地
滑
動
崩
落
防
止
事

業
と
は

地
震
な
ど
に
お
け
る
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用

を
補
助
。

A QQA

人とペットの
災害対策

ガイドライン
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映像も交えながら、議員が解説 ( 第１部：議会報告会 )

　　　

参加者　22 人　　　アンケート回答数　20/22( 人 )

議 と 語議議会 ろ う 会
開催しました

議会と語ろう会の
詳しい内容は

こちらへ

・元気なお年寄りを増やせ
・自ら情報を得られるよう学ぶべき
・富山型デイサービスを参考に、子　
　どもとの交流の場を増やす
　　　　　　　　　　　

・お母さんが働きやすくなるよう
  な支援を手厚くしてほしい 　   
・雨の日でも遊べる施設が欲しい
・中条公園などにもふわふわドー
  ムが欲しい
・子ども見守り隊に補助金を

・危機管理対策室に災害専任の職　　
  員を配置せよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・防災訓練の内容が実際の災害の
  状況と合っていない
・災害を想定した避難場所の設定
  など防災に対する意識を高める
  べきである

・住宅と企業、店舗をセットで誘
  致するコンパクトビレッジ構想
  を進めては
・若者が転入したくなるように助
  成金額を上げてほしい
・中山間地域の過疎化対策をせよ

防災 定住促進定住促進定住促進定住促進

高齢化
対策

子育て
支援

　参加していただいた皆さま、ありがとうございました。進め方についても多くの
　ご意見をいただきました。今後の議会と語ろう会に活用していきます。

事前にテーマを示して
おけば、より多くのア
イデアがでるのでは。

貴重な体験ができまし
た。また参加したいと
思います。

ワールドカフェ方式で、和やかに ( 第２部：意見交換会 )

参加者の
年代は

意見交換会の内容は
いかがでしたか？

また参加したい
ですか？

7 ０代
1 ４人

6 ０代
４人

４０代
１人８０代

１人

参加したい
１５人

どちらとも
いえない
３人

無回答
２人

とても
良かった
９人良かった

１０人

あまり良くなかった
１人

議会活動に活かす！
伝える・聴く　１１８分

　２月３日 ( 土 )、津幡地域交流センター
で議会と語ろう会を開催しました。
　第１部の議会報告会では、議会の紹介と
委員会審議の内容説明、事前質問の回答を
行いました。

　第２部では、５つのグループに分かれて
議員が進行役となり意見交換会を行いまし
た。４つのテーマについて話し合い、幅広
い視点から意見が出されました。

※富山型デイサービスとは
　高齢者だけではなく、子どもたちや障がい
　のある方も一緒に過ごせるデイサービス　　　

意見交換会で出た意見の一部を
紹介します

22人
136の
声
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承
久
３
年
︵
１
２
２
１

年
︶、
承
久
の
乱
に
敗
れ
た

順
徳
上
皇
が
佐
渡
へ
流
さ

れ
る
途
中
大
し
け
に
遭
い
、

現
在
の
津
幡
町
に
３
年
間

滞
在
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
村
は
御
門

︵
現
御
門
地
区
︶
と
呼
ば
れ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

周
辺
地
域
で
は
４
月
上

旬
に
、
順
徳
上
皇
を
し
の

ん
で
能
瀬
川
公
園
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
英

田
公
民
館
で
は
、
有
志
に

よ
り
紙
芝
居
が
作
成
さ
れ

動
画
配
信
サ
イ
ト
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

住
民
に
順
徳
さ
ん
と
呼

ば
れ
、
地
域
に
広
く
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

津
幡
中
学
校
１
年

(

英
田
小
学
校
卒)

谷た
に
も
と本　
あ
お
い
さ
ん

の
作
品
で
す

表紙の
題字は英

田
小
学
校
の
自
慢
の
１
つ

目
は
、
運
動
場
の
周
り
に
あ

る
１
０
０
本
の
桜
で
す
。
毎

年
と
て
も
き
れ
い
で
、
見
て

い
る
だ
け
で
う
き
う
き
し
て

き
ま
す
。

２
つ
目
は
、
私
が
よ
く
遊
ん

で
い
た
中
庭
で
す
。
暖
か
い

日
に
、
み
ん
な
で
作
っ
た

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
花

壇
を
見
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

３
つ
目
は
、ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
活
動
で
す
。
み
ん
な
が
楽

し
め
る
よ
う
に
６
年
生
が
考

え
た
遊
び
で
異
学
年
交
流
を

し
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

学
年
関
係
な
く
仲
良
し
で
す
。

議会メール

 アドレス

〒
929-0393　

石
川

県
河

北
郡

津
幡

町
字

加
賀

爪
ニ

３
番

地
☎

076-288-6410
発

行
／

津
幡

町
議

会
発

行
責

任
者

／
議

長
 　

八
十

嶋
孝

司
編

集
／

広
報

調
査

特
別

委
員

会

議会メール
 アドレス

議
会
だ
よ
り
の
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

http://w
w

w
.tow

n.tsubata.lg.jp/
メ

ー
ル

  gikaijim
ukyoku@

tow
n.tsubata.lg.jp

つ
ば

た
議

会
だ

よ
り

No.169
令
和
６
年
４
月
5日
発
行

サークル紹介
第 58 号 ナ・レイ・プアラニフラサークル

　フラダンスは、子どもから大人まで幅広い世代に親
しまれているハワイアンダンスです。
　シグナス祭や津幡公民館での発表会は、子どもたち
と合同で踊ります。発表は緊張しますが、舞台メイク
やフラ衣装を着ることでいつもと違う自分になれます。
　また姿勢も気にしたり、自然と体の芯の筋肉が鍛え
られ、アンチエイジング効果もあると思います。
　気さくな先生が優しく丁寧に教えてくださいます。

フラダンスは美しく健康的　そして…癒されます！
代表　中

なかやま
山 美

み よ こ
代子

Q これからどんな町になってほしいですか。
子育てがしやすい、明るくて活気のある町
になってほしいです。
津幡町の好きなスポットはどこですか。
倶利迦羅不動寺の西之坊鳳凰殿での参拝は、
四季折々の花や神聖な雰囲気に癒されます。

A

Q

A

●活動場所　　津幡地域交流センター（津幡公民館）
●活動日時　　毎月第２・４土曜日
　　　　　　　19 時～ 20 時　子どものレッスン
　　　　　　　20 時～ 21 時　大人のレッスン　　
●連絡先　　　☎ 090-7084-8747( 竹澤 )

表紙の風景

議会を傍聴
しませんか

●受付日時
６月４日 ( 火 )　午後０時３０分～　提案理由の説明　
６月５日 ( 水 )　午前９時～　　　　町政一般質問
●受付場所　　 役場庁舎４階　傍聴受付
   日程は変更になる可能性があります
　詳しくは、町議会ＨＰをご覧になるか、下記まで
　( 問合先 ) 議会事務局　☎２８８ー６４１０

６月会議
６月４日 ( 火 ) 午後 1 時３０分～ ヤーゴ

配苗花 布
と

４月２９日 ( 月・祝 )　
午前１０時３０分～
県森林公園緑化の広場

県民みどりの
祭典

中止・変更の場合は、ＨＰ等でご案内いたします

私が題字を書き
ま

し
た

　
順
徳
上
皇
と
は

無料

森林公園活性化対策特別委員会から
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